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問題１　＿＿＿＿＿の言葉の読み方として最もよいものを、１・２・３・４から一つ選び
なさい。

１ Ǡ>ƣ<?���c�ÐJ7�41�

１ )J7  ２ 5J7  ３ 1J7  ４  J7

２ İƕ>ȬS<ÓP�ů ȇV+R�

１ !L"P� ２ =!P� ３ (�P� ４ 1JP�

３ òM+�O�ÝƏ>y�8Ŋ"�

１ '"D9�� ２  N"D9 ３  N"1� ４ '"1�

４ ŹȀ?�İÇ?��R�èĖƵ2�

１ -WBW�� ２ C;BW ３ C=EW ４ C=BW

５ nv�>İƕ<��;QÙÎ;°¾2�

１  N� �� ２ 5O   ３ 3N�  ４ 5O� 

問題２　＿＿＿＿＿の言葉を漢字で書くとき、最もよいものを、１・２・３・４から一つ
選びなさい。

６ &S?�ƣď%W(W>v��l8+�

１ ôğ� � ２ óğ  ３ öğ  ４ øğ

７ ǥ>�ò?âƒū<�$R9&T��R�

１ ¶$R� � ２ ä$R  ３ ±$R  ４ ê$R

８ ¯8K�W�<Ŝ*RK>8?;��

１ Ɓ�� � ２ ��  ３ ��  ４ ��

９ �Zh�>µVhrb<�5+�

１ ƹ+� � ２ ǘ+  ３ Ɛ+  ４ �+

10 ǃ�VK��ƾ1)�JR�

１ ð�JR�� ２ ǔ�JR ３ ¿�JR ４ Ĕ�JR
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問題３　（　　　）に入れるのに最もよいものを、１・２・３・４から一つ選びなさい。

11 ĢĬ�>B7�ƥśVśE（　　　）)G41�

１ ŃU47  ２ ƌ;47 ３ Ɗ$7�  ４ Ŕ�47

12 ƣĩ<;41b�d�o>j`koVǶ�（　　　）。

１ ĐI  ２ Ň+  ３ Ȕ+  ４ ǿ+

13 �ǟ�Ƿ���¦（　　　）<�{Z�oē)Ŕ%G+�

１ '9  ２ ,5  ３ G8  ４ 5 

14 :W;ǯ�;Îį3KŐ)（　　　）"SRO�;Á)�¬Á2�

１ 947  ２ M47  ３  47  ４ (47

15 （　　　）İƕ>Ě³>ĚǮVŅJ1ȌV5"R�

１ �   ２ ǉ   ３ đ   ４ ö
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問題４　（　　　）に入れるのに最もよいものを、１・２・３・４から一つ選びなさい。

16 （　　　）>ñÕĹ��Ŧ��ǉ*m�|8ǡǫ)1�

１ Ǐ½� � ２ źý  ３ Ē�  ４ Ŕ­

17 /W;（　　　）;MQȇ8?ƪ"į1;��

１ �Á� � ２ �ŝ  ３ �Ʋ  ４ �Ƭ



















���/
) 


18 ǣ（　　　）ŽřƆ9ŭǱ�ƱŸ<Ą$1ȷ)Č�VĤJ1�

１ ƒŪ� � ２ Ūƾ  ３ Ĉƅ  ４ ìĈ

19 ŵȇ9?�ȡ
;（　　　）8ȷV)7�R�

１ b�f� � ２ ���  ３ ��o  ４ X_gf

20 �5>ŭǀ�（　　　）)7Ş)�ŭǀ�5"PS1�








'�:�














SW'�












 N�:�












9��5


１ Čǉ� � ２ ȵČ  ３ Øǉ  ４ Ǆ�

21 úŞǺVtp��AK8（　　　）�

１ )@R  ２ I+D  ３ 5;#  ４ F:"

22 Àć�³ƴ�ơ��（　　　）9;47ĥ:KV�7RǩȤ��R�








�4-�














�47�












���3��D












���41�


１ �Ű  ２ �Ʋ  ３ �ǳ  ４ �ƒ
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問題５　＿＿＿＿＿の言葉に意味が最も近いものを、１・２・３・４から一つ選びなさ
い。

23 ȑǒ>s�mY�<?v\�|�8�¥)"2(��

１ ǝĆ　　  ２ ŮƂ　　 ３ Ȣǵ　　 ４ ƢǷ

24 �5KŒÊ8�Ñȡ<Ų+RO�<)7�G+�








�)N�1�













�����U













��1�












����(5


１ ŏƔ+R  ２ ¸ȷ+R ３ ¨Ɠ+R ４ �ě+R

25 ȃǊVC(�8�RĲƸĻV:$R�

１ ǅ%R  ２ ǈ�+  ３ ķ7R  ４ ǎ$R

26 ³Ɖ>1J<�5K-4-9Ǉ�7�R�








���=4)W













��A*N�












�A4��)












��$WJ�


１ Ǖŝ<  ２ ǧŖ<  ３ ǩĪ<  ４ ïȐ<



















































��D4/�


27 ƥÇ?/�8K;���ȗ>G3?¯�9ǷƄ2�

１ �D;�  ２ �R(� ３ $U)� ４ (U�)�
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問題６　次の言葉の使い方として最もよいものを、１・２・３・４から一つ選びなさい。

28 ǲƚ

１ Ǝ">³ƴ8ĥ:K>Û�Ǧ�ǲƚ9;47�R�

２ Ş)�¸ĸ8?� ÜŚVǲƚ+R&9<;41�

３ /S0S>ǙȲ<òČ41ȘÂVǲƚ)7�R�




























$�M"


４ ��í<ĕư�î>æș�żĸ�>ǲƚ8�R�

29 iZe[fo

１ w��9]��e>iZe[fo�Ǩ)��

２ ƪİÇȃ"&9?iZe[fo<Ȱ�P)��

３ ǑŦ>å?iZe[fo9)7Ǉ�7�R�

４ デーa�~>ì´ViZe[fo8Ȇƃ+R�






��)L"


30 ¹ļ+R

１ ¹ļ8 ;�F:şĎ;o�w�8?;��

２ 8 R2$O�ȇ<¹ļ+RO�<)7�R�

３ ƁĿƆ<ĬŗV¹ļ);$S@;QG-W�

４ ǃ�<?ŨĮ8¹ļ+RO�<)7"2(��

31 &;�2

１ �/���ȷ;P�G1&;�2<)G)N���

２ �Ğƻ(W�&;�2�/S?O�418+=��

３ �ìĈ;K>V�12 G)7�&;�28+��

４ ���&;�2?:�K��ũȷ<;QG)7��






&"C"


32 čǵ

１ もうãVģ47čǵ+RO�;İƕ8?;��

２ �ƾȓ>j���e8�ƫŔ>čǵ<Ŭā)1�

３ Ľƹ>čǵ<?�ǣǴȴń�ĕKȝĂ2T��

４ ũ»�PŸƀV;")�ǻȶ;ũ»Včǵ+R�
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問題７　次の文の（　　　）に入れるのに最もよいものを、１・２・３・４から一つ選び
なさい。

33 K�* ��<?;R$S:�ī?K49ĢĬV（　　　）9ħ��

１ +RE 2� ２ )7�1� ３ +R?,2 ４ )7�;�

34 �G���"?;�W2$S:�ǥ>K>（　　　）:��=��

１ <)7?  ２ <947 ３ 9��9 ４ 9)7K

35 &�ĢĬ@�Q)7�R9�º�ĲǸV（　　　）O�;Î�+R�

１ ûW8�1 ２ ûD  ３ ûW2  ４ ûW8�R

36 ȁÙ);�41UQ<?�（　　　）�

１ 結果がよくはなかった  ２ そこまでではなかった  

３ /SF:>ƹŨ241  ４ 悪いƹ�9S;�41

















KW���"


37 （　　　）ǹá@�Q÷�ŦV�ũÇ8?_��|�9ûD�

１ :S�<O47   ２ ;<�<5$7 

３ ;<�<947   ４ :S�<��7

38 Ŵ¹$ŧ>ȬSR¬��M�7ȈSR（　　　）�

１ ň�Ä*PSR   ２ ň>Ä*�)1

３ ňVÄ*(-1   ４ ň<Ä*7�R

39 （　　　）、ĥ:K<ǟ�Ƿ<Ċ�-7M41�

１ Ċ 1�9��>8   ２ ȋ)"?;�$S:

３ 私はİÇ�;�>8   ４ 私も行きたかった�

40 U�ĸ>qko��_?�ũ»��^ď（　　　）�R�

１ にともなって ２ <U147 ３ VJ#47 ４ VƯ*7
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41 �å(WVò7�R9���d>&9�ą 8（　　　）ȡĥ2�

１ )O�K;� ２ は;P;� ３�1GP;� ４ 3��;�

42 �MJ7F)"?;�>2���/&G8��>;PǔJ;�U$<?�

"G��U�41�（　　　）��

１ ǔJO�8?;��   ２ ǔJ4&;�2T�

３ 認めないものでもない  ４ ǔJR9��K>2

43 Ȍǒ&�)7ŵů9（　　　）�Ā¢8+�










PW


１ 'Ȩ<;R&9�8   ２ Ǜò�1+&9�8 

３ �ȓ<��R&9�8 �  ４ �ò�<;R&9�8 

44 K)K（　　　）�đƾ?ǆ�Ȱ�Ŧ<;Q1�9ħ��

１ ůGS�UR<)7K  ２ ůGS�UR"P�;P

３ ůGS�UR�P<?  ４ ůGS�USRK>;P
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問題８　次の文の　★　に入る最もよいものを、１・２・３・４から一つ選びなさい。

Ｎ２
言語知識（文字・語彙・文法）・読解

【文法】

38

45 ǥŌ<









�





ĢĬ�C�1�



１ M47� 
� ２ O$�< ３ @�Q< ４ KP41

46 �W@47Ǉ"&9<





�









O�2�

１ な(S;� ２ İƕ<�  ３ Ǭ°>


 ４ ;Q55�R

47 Ô 1�









�





Í47 ;(��

１ &9  ２ ;P@  ３ @�Q  ４ O�;




48 ĲǸ247













�

÷�&9?;��

１ /SF:  ２
"-)7
 ３ 8?;�
 ４ /&G8

49 :W;�à8K�Ƨà





�









�ȍ�;�

2T�9ħ��

１ �"  ２ )7  ３ 8?  ４ 2$

N２模擬問題　言語知識（文字・語彙・文法）・読解

8/27



問題９　次の文章を読んで、　50　から　54　の中に入る最もよいものを、１・２・
３・４から一つ選びなさい。

「飲んだら乗るな。乗るなら飲むな。」これは、飲酒運転禁止を呼びかけるとき
にしばしば用いられてきたスローガンである。もちろん、飲酒して（　　　）運転は
法律によって禁止されている。しかし、酒を飲んで車を運転する人はなくならない。
なぜだろうか。
































だいじょうぶ


一つの理由は、人が自分だけは大丈夫だと（　　　）ものだからであろう。たし
かに、お酒を飲んで運転したから、必ず事故を起こすというものではない。そのた
め、今日は少ししか飲んでいないから、すぐそこまでだから、自分はお酒が強いか
ら、これまでも大丈夫だったからと考えてしまうのかもしれない。そして、いつか
大きな事故を起こしてしまうことになるのだろう。（　　　）、どうしたら飲酒運転
や事故をなくすことができるのだろうか。















































��うった


他人がどんなに大きな声で飲酒運転をやめようと訴えても、飲酒運転や事故の罪
を重いものにしても、自分だけは大丈夫だと思っている人の行動を変えることは難
しそうだ。そもそも、私たちは（　　　）、あるいはルールがあるから、人の物を盗






























���������������������



























どうとく い  しき


んだり、人を殺したりしないというわけではない。もし、安全が人々の道徳意識を





























��

�き  ばん


基盤にしているのだとすると、飲酒運転をなくすこともまた困難だといわざるをえ
まい。自分だけは大丈夫だと思っている人間はどこにでもいるのである。

飲酒運転の危険性を呼びかける必要性がない（　　　）、車に頼った私たちの社
会や生活が変わらないかぎり、飲酒運転や事故もまたなくならないものだという気
がしている。

50 

１ >   ２ のに� � ３ K�  ４ �P

51 

１ ħ�F:>
� ２ ħ�1�R� ３ ħ�2$> ４ ħ��=R

52 

１ 2�P

 ２ 8?� � ３ )�)  ４ 19�@

N２模擬問題　言語知識（文字・語彙・文法）・読解

9/27

50

51

52

53

54



53 









�41
































��1���<W�


�


１  ž�PS1P


   ２ ƍŦ<÷US7








�: �9"�) 
���������






















�K

��5H

３  Ǌǋ�ĳ�P    ４ ņ�ę<)7K

54 

１ 9?�USRK>>




�２ 9G8?�U;��

３ 9��&9?�R�   ４ 9(���;�F:
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問題10　次の(1)～(5)の文章を読んで、後の問いに対する答えとして最もよいものを、
１・２・３・４から一つ選びなさい。

(1)
人を単純に切ったり、持ち上げたりする人は、自分に対しても、そういう見方しかでき

なくなってしまう。
こんきょ


根拠（注1）もなく、自分を大きい存在と考えたり、あるいは無力な存在だと決めつけた
りする。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんぺき


でも冷静になって考えてみれば当たり前ですが、完璧（注２）な人間がいないように全く
無価値な人間もいない。
自分のどんなところが優れていて、何が足りないのか、できないのか。その点をきちん

と、勘定していなければ存分に生きる事はできません。
実際を超えて、優れていると思いこむと、大変なしくじり（注３）をしてしまうかもしれ
　　　　　　　　　  とら


ない。小さく把えてしまうと、せっかくの人生を味気なく過ごすことになる。
（福田和也『人間の器量』による）

（注１）根拠：考えのもとになるものごと
（注２）完璧：欠点がひとつもないこと
（注３）しくじり：失敗

55 &>ǪĹ��ƋǸ<ů R�1J<ǩȤ29ĉ�R>?:W;&9��

１ ĲǸ>ǙȲ�ƁĿOQŔ�­�VéĠ+R&9

２ ĲǸ<ǯƇ)7�RƹVƽȲ<O47Ȅ�&9

３ ĲǸV¶ƖǬ°)1Q¶ŎǬ°)1Q+R&9

４ ĲǸ>ǙȲMùūVĲǸĲţ8Ů)"ƠR&9
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(2)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   もりまさひろ は か せ
�


































� HN�

1970年、ロボット工学者の森政弘博士は、人間型ロボットを研究するうちに、奇妙な
現象に気づいた。人間は、人間型のロボットが人間らしくなるほどに親近感（注１）を持
つ。しかし、ある時点で“人間らしい部分”よりも“人間らしくない部分”のほうがより目立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

         　　　　　　　　　　　　　　　　  けん お  かん


つようになり、親近感が嫌悪感（注２）へと一転してしまうという。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                        したが


しかし、さらにロボットのリアルさが増すに従って、その不自然さが解消されていき、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  もり  し


やがて人々は人間に対するのと同じ感情をロボットに対して持つようになると森氏は
言っている。
これは、「不気味の谷現象」と呼ばれており、ロボットだけでなく、コンピュータグラ

フィックスで制作された映画やゲームのキャラクターにも当てはめられる。
（4Gamer.net：奥谷海人のAccess Accepted 第127回による）

（注１）親近感：自分と関係が深く親しみやすい感じ
（注２）嫌悪感：強く嫌う感じ

56 �ǯÎȍ>Ƙöœ�<ǂ7?GR9ĉ�PSRâƒƵ;ȳ?:S��

１ ǫŗ>;�Ŧç>ȇ��Œ47�RŦç;:OQKÄŗȉ�<Ä*P
SR�

２ ǈĚMò1ȓ�ĲŻ<;S@;RF:��zkoVĲŻ;ƋĘ29Ä
*R�

　　　　　　　　　　　　　　  ��


３ ŦÇ>ÊVǭ"9 �ǩȤ�Ŕ<�X�;ǫöVȓĨ+9ÚT)"ò
�R�

４ ŦÇ<ĭ1�zkoOQK�zko9U�Rç>K>>ȇ�Ţ)HM
+��
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(3)
「今、何が一番欲しいですか」と聞かれたら、フランス人の多くはきっと、愛と答える

に違いない。同じ問いに対して日本人は、お金と答える。
フランス人たちはこう思う、何が一番欲しいかと聞いてきた人がお金をくれるはずはな

いと。現金を人にあげる習慣がフランスにないからだ。そして心のどこかで、多くのフラ
ンス人はこう思っている。お金を人を堕落させると。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふじょう


ひと昔前日本人にも、お金は不浄なものという考え方があった。お金を触った手は、　　　　　　　　　  　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 ふ  けつ

















































�)NHW

すぐに洗わないと不潔だというのも、その表れにちがいない。そのくせ一方で庶民（注１）　　　　　　　　　     
              じ  ごく    　さ   た


は、地獄の沙汰も金次第（注２）だとも思っていたわけだ。お金の力がわかっていても、そ
れには屈しないぞという意気込みが、私たち日本人にも昔はあった。

（吉村葉子『お金がなくても平気なフランス人お金があっても不安な日本人』による）

（注１）庶民：一般の人々
（注２）地獄の沙汰も金次第：お金があれば何でもできるという意味のことわざ

57 ǪĹ?v��fŦ9ǒȌŦ<:W;����R9÷47�R��

１ ǒȌŦ?�à<Ù�ŜȧVį47�R��v��fŦ?į47�;��

２ v��fŦ?�à�ȥ)"7Kă<?Ň(;���ǒȌŦ?ă<Ň+�

３ ǒȌŦ?�à>Ȳ�U�47�R��v��fŦ<?U�47�;��

４ v��fŦ?�VƖű<)7�R��ǒȌŦ?�àKƖű<)7�R�
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(4)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　   つ  なみ


地震などによって海水の面が持ち上がる現象を津波といいます。以下は、津波の原因を説
明したものです。

津波の原因は、海底地震による地震津波がほとんどです。地震津波はプレート（注１）　　　　　　　　　     　　　
の接触部（注２）において、一方のプレートがもう一方のプレートの下に沈み込むなどの、
だい  き    ぼ　　   　　　　　 ち かくへんどう






















���9K;

大規模な（注３）地殻変動により起こります。これに伴う水面変化が波として周辺に伝わ
　　　　えん がん ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おき

り、沿岸部（注４）へも達します。津波は、沖の波高がそれほど大きくなくても、海岸に近
づくにつれて大きくなります。また、波の伝わる速度は沖では速く、水深4000mでは時速
700～800kmに達しますが、岸に近づくにつれて小さくなり、水深100mで時速200km程
度になります。

（「津波発生のメカニズムと主な被害」<http://www.cdit.or.jp/products/tunami/1_02.html>による
なお、出題にあたって一部表記を改めた）

（注１）プレート：地球の表面にある厚さ100キロメートルほどの岩の部分のこと
（注２）接触部：触れている部分
（注３）大規模：大きさの程度が大きいこと
（注４）沿岸部：海にそった陸地の部分
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(5)
「コンピュータは人である！」と言うと、かなりの違和感があります。しかし、会社の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  し  げん


業務にコンピュータを役立てようと考えた時、『人間』と同じ『資源』として見たほう
が、理解しやすいように思えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　   しょせん


「何いってんの。コンピュータなんてさ、所詮は単なる道具でしょ。」
私もこれまで、この言葉を好んで使ってきました。でも、最近はイヤになった。皆が使
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          おと　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　 　　 はんようせい


うようになったからです。人間には劣るものの、コンピュータほど汎用性（注１）の高い道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　   いっしゅう


具はありません。その点で、単純に道具だとは一蹴（注２）出来ないのです。
（鈴木正之助「コンピュータは人である！」<http://www.tamagoya.ne.jp/mm/it/36.htm>による）

（注１）汎用性：広くさまざまなことに使える性質
（注２） 一蹴する：問題にしないで強く断ること
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問題11　次の(1)～(3)文章を読んで、後の問いに対する答えとして最もよいものを、１・
２・３・４から一つ選びなさい。

(1)
私の初夢は、春から始まる一人暮らしのため、部屋の間取りをしている夢でした。
「机をこう置こう」とか「ベッドはこの向きにしよう」など、とても楽しそうにしてい

ました。
きっとこの夢は正夢に近いものになるはずです。なぜなら、私はこの春から東京の専門

学校に行くことが決まっており、一人暮らしをする予定だからです。
実際に今、少しずつ一人暮らしに必要な家電（注１）などをそろえ始めています。
そんな一人暮らしに、楽しみと不安の両方の気持ちを抱えています。東京という大都会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　    はな


でのたった一人の生活なので、親元を初めて離れる私にとっては、とても怖いことでもあ
ります。でも、将来の夢をかなえるための学校へ行く、たくさんの人と出会える機会を得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　              　　　　　　　　　　　　　　　　 だ


ることができたことは、とても幸せなことです。この機会を①無駄にはしたくありませ
ん。不安は大きいですが、自分が成長するための第一歩として、しっかり歩んでいきたい
です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　 し  えん


②この機会を得るにあたって、たくさんのひとから支援（注２）があったことを忘れず、
かんしゃ


感謝の気持ちを持ち続けようと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　       りっ  ぱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           ふ


これから先どんな困難にも負けない強くて立派な大人になるために、大きな一歩を踏
み出します。

（2010年２月４日付新潟日報「きらきらキラリ」による）

（注１）家電：家庭用の電気製品
（注２）支援：手伝ってたすけること
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(2)
米国において仕事するときに英語で話すのはしょうがないとしても、日本にきている外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらかせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  げ


国人が日本語を話さず、荒稼ぎしているのは、私は正直いって解せない（注１）ものを感じ
ます。（中略）そういう外国人を、①自分の英語で助けてしまっていることは、とにかく
くやしいのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    したが


私は、前の会社にいたときに、この自分の非合理なナショナリズムに従って②ささやか
　　　　　　　　　　　　　　　　 どうりょう　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  え  じき


な意地悪をしました。同僚の川上さんと話して、本社から来た米国人を餌食にしました(注２)。
　　　　　　　  こきゃく


彼が日本の顧客のところに一緒にいきたいというので連れていく機会を使ったのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　 つうやく


私達が顧客と話す日本語を、彼には一切通訳しませんでした。顧客の方は英語を話さな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　  がんちゅう


いし、私の会社の本社の人のことなど眼中にないのですから、かわいそうな米国人は、二
時間ほど、私達の議論のうず（注３）の中で、ぽかんとすわっていました。終わってからも
彼が質問したことには答えましたが、一切こっちからは解説しませんでした。ちょっと悪
いことをしたかなとは思いましたが。（中略）
わざわざこんなことを書いているのは、私達が、英語を話すときに、「日本語のできな

い人のために、こっちがわざわざ英語を話してやっているのだ」という気持ちをどこかで
もっておくことは、③当然だと考えるからです。この考えは、ある種の正当な（注４）優越
感（注５）といえないでしょうか。これさえあれば、へたでも何でも、堂々と（注６）話すこ
とができます。

（キャメル・ヤマモト『稼ぐ人、安い人、余る人』による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なっとく


（注１）解せない：納得できない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はげ


（注２）議論のうず：激しい議論のたとえ
（注３）餌食にする：ある目的の対象として被害を与える
（注４）正当な：正しい
（注５）優越感：自分の方が優れているという感情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かく


（注６）堂々と：恐れれたり隠れたりすることなく
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(3)
「主張せよ」と言われたときに「私は自分の意見（で相手の行動）を強制（注１）したく

ないから（主張したくない）」と答える人もいます。
もちろん、この人も①思い違いをしています。意見を主張することを「強制」と心配す

る必要はありません。
「Ａすべきだ」（たとえば、「禁煙すべきだ」とか「毎日ジョギングすべきだ」など）

に対し、人はそう言われたからＡをするのではありません。「Ａすべきだ」に対し、そう
言われてＡをする人は、「Ａすべきだ」と言われたからそうするのではなく、「Ａをなぜ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  なっとく

すべきか」の部分に論理的に（注２）納得して、それでＡをするのです。人の意見を受け入
れて行動するとは②そういうことで、Ａをする人は自分の意志でＡをするのです。

　　　　　　　　　　こんきょ　　　　　　　　そ


ですから、根拠（注３）を添えて（注４）主張をすることを「強制」と心配する必要はない
のです。
もちろん、根拠をそえずに主張して、かつ、相手がＡをしないときに「なぜそうしない

のか」とあなたが詰め寄るのであれば、そのときは「強制」と大いに心配してください。
……もっとも、そういうことをする人は、自分の言動が強制であるだろうかなどと心

配する理性（注５）を持ちあわせていることはありませんね。
おそらく、「主張をすることを強制と心配する人の主張は、決して強制になりえない」

くらいに考えて差し支えないでしょう。
（小野田博一『論理的に書く方法』による）

（注１）強制：無理に何かをさせること
（注２）論理的に：正しい考え方によって
（注３）根拠：理由になる物事
（注４）そえる：追加する
（注５）理性：感情によってではなく正しい考え方で判断する能力
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問題12　 次のＡとＢは『ゴミの有料化』について町民から町に寄せられた２通のメール
である。ＡとＢの両方を読んで、後の問いに対する答えとして、最もよいものを
１・２・３・４からひとつ選びなさい。

ゴミを減らそうという方向性には賛成する。また、ゴミを減らすには町民の意識
の変化が必要だとする意見にも賛成してよい。しかし、町は自らがゴミを減らす努
力をせずに、負担を町民に押し付けようとしているのではないか。町が積極的に解
決を目指すことなく、すべてを住民の負担にしようというのはどう考えてもおかし
いであろう。もしもゴミ有料化条例が行われた場合、コンビニエンスストアやスー
パーマーケット、公園などのゴミ箱に大量の家庭ゴミが捨てられるような心配はな
いのか。また、空き地や山などにゴミが捨てられ始めたらどのように処理するつも
りか。ぜひ町の意見を聞きたいと思っている。（町民Ａ）

　　　　　　 ていあん

町が提案している有料化条例は、本当に必要なのでしょうか。もっと他に有料化
するべきサービスや、早くやめてしまった方がよいサービスがあると思います。町
は、有料化を、ゴミを減らすために行なうことだと説明していますが、有料化した
からといって、ゴミが減るとは思いません。ゴミの量は、それぞれの人の生活スタイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よ  ゆう

ルや生活レベルによっても、大きく違ってくるのではないでしょうか。経済的に余裕
のある人ならば、「お金を払ったのだから」と、逆に多くのゴミを出すようになる
かもしれません。ゴミを減らすことが、町民の意識の問題だというのならば、今回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  なっとく

のような一方的なやり方はどうかと思います。町民全員が納得できる方法を、考えて
ほしいです。（町民Ｂ）

69 c}>ȱVõP/�9+R&9<��>ǪĹ9�>ǪĹ?:>O�;ȫ

ŕV947�R��

１ �>ǪĹ?ǣƓ)7�R���>ǪĹ?ġŬ)7�R�

２ �>ǪĹK�>ǪĹKȑP�<ġŬ)7�R�

３ �>ǪĹ?ġŬ)7�R���>ǪĹ?:3P9K÷47�;��

４ �>ǪĹ?ġŬ)7�R���>ǪĹ?ǣƓ)7�R�

N２模擬問題　言語知識（文字・語彙・文法）・読解

22/27



70 Ʃ�c}Vȝȯ<)O�9)7�R&9<��>ǪĹ9�>ǪĹ?:>

O�;ȫŕV947�R��

１ �>ǪĹ?ġŬ)7�R���>ǪĹ?ǣƓ)7�R�

２ �>ǪĹK�>ǪĹKȑP�<ǣƓ)7�R�

３ �>ǪĹ?ǳǸƵ<ġŬ)��>ǪĹ?:3P9K÷47�;��

４ �>ǪĹ?:3P9K÷47�;����>ǪĹ?ǣƓ)7�R�

N２模擬問題　言語知識（文字・語彙・文法）・読解

23/27



問題13　次の文章を読んで、後の問いに対する答えとして最もよいものを、１・２・
３・４から一つ選びなさい。

児童書の編集者から、「小学生向けの“友だちとのつき合い方”の本が売れているんです
よ」と聞いた。
子どものいない私には何のことかよくわからなかったのだが、書店に行ってみると、確

かに、「仲間」とか「友だち」と表紙に書かれた本がいっぱいある。
かわいらしいイラストがふんだんに（注１）使われた本には、「はじめて話しかけるとき

には」「ケンカしたときにメールで仲直りするには」など、友だちづき合いに関するあり
とあらゆるアドバイスや情報が書かれていた。絵の感じからして、主に女子が読むのだろ
うか。
「いつの時代も友だちって大切なんだな」と思いながらも、「でも、（　Ａ　）」と少

し複雑な気分になった。
私自身も子どものころ、同じクラスの親友とうまくいかなくなって悩んだこともあった

が、それを解決してくれる本はなかった。「あのときはどうしたんだっけ」と考えてみた
が、思い出せない。
なんとなくうやむや（注２）になり、そのうち別々の中学に進んだのでそのままになった

気がする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんがじょう

ただ、今でもその友だちとは、年賀状やメールをやり取りする仲だ。つまり、①時間
が解決してくれた、というわけだ。
それに比べると今の子どもたちは、問題をその場ですぐに解決しようとするのだろう

か。気になる子にはすぐ話しかけて、ちょっと気まずく（注３）なったらすぐにメールで解
決。「まあ、いいか」とほうっておくことはできないのかもしれない。

　　　　　　　　　　　　しんさつしつ

そういえば、診察室にやって来る人の中にも、「私の問題を解決するのに役立つ本を紹
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む   だ

介してください」と言う人がいる。「時間を無駄にしたくないんです。病院の帰りに本屋
さんに寄って買いますから、心理学の入門書を教えてください」と“前のめり”（注４）にな
る人に、「そのあせる（注５）気持ちがいちばんいけません」と言いたくなることもある。
あたりまえのことだが、世の中のことや人生の問題には、本を読んですぐに解決できる

ことと、できないことがある。本は「へー、こんな考え方もあるのか」とあくまで参考程
度にして、その通りにやったら何でも解決、と期待し過ぎないほうがいい。
“友だち本”を読む小学生たちはどうなのだろう。「これを試してうまくいかなかったら

もうおしまい」などと思わずに、ちょっと楽しむくらいの気持ちで読むならいいのだが。
たくさんの本の山を前に、書店で考え込んでしまった。

（香山リカ「香山リカのココロの万華鏡：小学生の“友だち本”」による）

（注１）ふんだんに：非常にたくさん
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（注２）うやむや：あいまい
（注３）気まずい：お互いの気持ちがうまくあわない
（注４）前のめり：前に向かって傾くこと
（注５）あせる：早くしようと気持ちが急ぐ
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問題14　次は、『台湾・苗栗ツリー』の利用案内である。下の問いに対する答えとし
て、最もよいものを１・２・３・４から一つ選びなさい。
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　　　　　　　　　　　　みょうりつ     まち


地上46階から苗栗の街と自然を一望できる高層ビルです。よく晴れた日には日本の　　　　　  
 ふ  じ さん


富士山が見えるという人もいます。え、見えるはずがないですって？本当かどうかは
ぜひあなたの目で確かめてみてください！

アクセス
談文駅から徒歩20分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かんかく


竹南駅からシャトルバス15分（バスは20分間隔）

駐車場
有料10台（15分1000円）
※お越しの際は、できるだけ公共交通をご利用ください。

営業時間・ 定休日
10:00～23:00（入場は22:30まで）
毎月15日定休（休日の場合はその翌日）
※その他、天候等により営業をとりやめる場合があります。
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入場料金
大人   300円
子ども（小学生以下） 150円
団体（10名以上） 200円（前日18時までに要予約）
※天候により屋上部分を開放します。なお、団体での屋上の利用には別に料金が必
要となります（一般の場合は料金の中に含まれています）。

コンタクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんよう


03-765-1188（ファックス兼用）
03-765-1189（予約のみ）
ぼうえんきょう

望遠鏡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わき


46階には有料（20秒50円）の望遠鏡を備えています。また、入場ゲート脇では小型
望遠鏡を150円でレンタルしています。ぜひご利用ください。

食事・ 売店
46階テラス内のカフェでドリンクとケーキを販売しております。また、４名様以上
のご利用で、予算に合わせたお食事をご用意いたします（前々日までに要予約）。
地下２階の売店では記念品を販売しています。ご家族やご友人へのおみやげに記念Ｙ
シャツはいかがでしょうか？

注意!!
食べ物、飲み物、その他利用規則に定めるものの持ち込みはできません。
周囲の人を不快にさせるような服装での入場は制限されております。
　　　　　　　　　　　　　　　　しゃしんさつえい


エレベータ内での写真撮影はできません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めいわく　　　　　　　　　  さんきゃく


写真撮影の際、他のお客様の迷惑となるため三脚の使用はご遠慮ください。
　　　　せき


外国籍のお客様は１階受付カウンターでパスポートの提示が必要です。

N２模擬問題　言語知識（文字・語彙・文法）・読解

27/27


